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W136a ASTRO-H搭載精密軟X線分光装置SXSの開発の現状 (X)
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SXS (Soft X-ray Spectrometer) は、2015 年に打ち上げ予定のASTRO-H 衛星搭載のX 線マイクロカロリメー
タアレイである。軟X線望遠鏡の焦点にHgTeのX線吸収体を 6× 6 に配し、3′四方の視野を撮像分光する。検
出部は 50 mK の極低温に、∼ 1µ Krms で温度制御され、0.3 - 12 keV のX線に対し∆E < 7eV の精密分光を行
う。検出器、断熱消磁冷凍機、開口部、前置信号処理回路は米国が、4 Kから室温までの冷却系 (デュワー, 機械
式冷凍機と駆動回路) とデジタル信号処理回路は日本が、フィルタホイールと較正用 X線源は欧州が担当する。
今夏からの衛星一次噛み合わせ試験を控え、6月現在、その準備進めている。米国では、担当部の搭載モデルを用
いた性能実証と較正が行われている。日本では、衛星機械環境モデルに性能評価モデルデュワーを取り付け、振
動が性能へ及ぼす影響評価を行うなど、先に報告した擾乱対策をさらにすすめている。その他、冷却器と制御系、
信号処理系と衛星中枢との通信試験など多岐にわたる搭載機器試験を進めており、その現状について報告する.


